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はじめに

高崎競馬場跡地は、群馬県の玄関口である高崎駅東口から約１キロメートルに位置し、

面積は約１０．８ｈａ（約３万３千坪）を有する。本県の交通の要衝である高崎市の中心

市街地に残された大規模空間であり、非常に貴重で様々な可能性を持った土地であること

から、高崎市のみならず群馬県全体の発展に役立つ活用が期待されている。

一方で、敷地は、群馬県、高崎市及び複数の地権者が所有する民有地が混在したまま現

在に至っており、活用に当たっては土地所有権の整理が大きな課題となっている。

また、当地は、平成１６年度の高崎競馬廃止以降、活用策が決まるまでの暫定的な利用

として群馬県が市有地と民有地を借り受け、県有地と既存建物を併せて、場外馬券発売所

として日本中央競馬会と地方競馬の株式会社日本レーシングサービスに貸し付けている。

このような状況の中、活用策の検討を進めるに当たっては、今後の都市づくりなど、県

・市の将来の発展のために非常に重要な土地であることから、まず、群馬県と高崎市で土

地利用のグランドデザイン（全体構想）を示し、地権者並びに地域住民の理解と協力を得

ながら進める必要があると考えられる。

そのため、平成１７年度以降、群馬県と高崎市では、①一体的な活用を目指す、②県・

市双方の発展に資する、③長期的視点に立って検討することの３点を跡地利活用の基本的

な考え方として、県・市の行政内部での協議を中心に、専門家との意見交換なども実施し

て検討を進めてきた。

しかしながら、県・市とも財政状況が厳しく、直ちに整備が必要な公共施設が特にない

中で、具体的な利活用方針をとりまとめるまでには至っていない。

このため、群馬県では、高崎市と協議し、これまでの検討を一歩進めて、県民意見を踏

まえた、より具体的かつ現実的な検討を行うため、平成２１年２月に県民アンケート調査

を実施した。さらに、同年３月に、客観的かつ専門的な視点で検討を行うため、群馬県と

高崎市共同で高崎競馬場跡地利活用有識者検討委員会を設置した。

本委員会は、平成２１年３月以降計６回開催し、導入機能候補の洗い出し、土地の整理

手法、場外馬券発売所の取扱いなどの課題について、独立行政法人都市再生機構からの先

進事例紹介や、委員による先進事例現地視察、日本中央競馬会と株式会社日本レーシング

サービスからの現状説明などを通して議論を重ねた。

こうした議論を経て、跡地利活用の方向性について、本委員会としての意見をとりまと

めた。
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Ⅰ 高崎競馬場跡地の現状等

１ 高崎競馬場跡地の現状

（１）所在地

群馬県高崎市岩押町

・高崎駅東口から約１㎞ 徒歩約１５分

・関越自動車道高崎ＩＣから約６㎞ 車約１０分

（２）面積及び土地所有の現状

ア 面積 約１０．８ ha（約３万３千坪）

イ 土地所有の現状（H22.3月現在）

所有者 所有割合

公有地 約６４％

群馬県 約５５％

高崎市 約２％

群馬県・高崎市共有地 約７％

民有地（３８名） 約３６％

※土地の境界が未確定で各所有地が未整形の状態で混在している。

※地権者の相続発生等によって土地所有権が複雑化するおそれがある。

（３）都市計画法に基づく区域区分、用途地域の指定

区域区分 跡地全体が市街化区域

用途地域の指定 競馬場通り線沿い 近隣商業地域

上記以外 第二種住居地域

（４）群馬県及び高崎市の計画上の位置付け

現時点で県・市の計画（総合計画等）に高崎競馬場跡地利活用の具体的な位置づ

けはなされていない。

（５）現在の利用状況

群馬県が、市有地と民有地を借り受け、既存建物と県有地と一括して日本中央競

馬会（ＪＲＡ）及び株式会社日本レーシングサービス（ＮＲＳ）に貸し付け、場外

馬券発売所とその駐車場として利用されている。
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ＪＲＡ・ＮＲＳへの貸付は、当初平成１７年度～１９年度、２０年度に３年間更

新し、現行契約は２２年度までとなっている。

なお、場内には、中央部に公園（遊具有り）、旧馬場（走路）の内側にはウォー

キングコースがあり、一般利用が可能である。

（６）地権者の意向

平成１９年２月に群馬県農政部が実施した地権者意向調査では、現状の貸付継続

を希望する声が多かった。

【高崎競馬場跡地の現況】

（正面入口） （駐車場）

（公園）
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２ 群馬県・高崎市を取り巻く環境及び特性

（１）群馬県・高崎市を取り巻く環境

ア 人口減少社会の到来

・日本の総人口は、平成１６年の１億２，７７８万人をピークに、平成１７年に

は出生数よりも死亡数が上回る「人口減少社会」に突入し、群馬県・高崎市の

将来人口もゆるやかに減少していくことが見込まれている。

※出典：国立社会保障･人口問題研究所｢日本の将来推計人口｣

イ 厳しい財政状況

・米国の金融危機に端を発する世界的な経済不況による企業収益の急激な悪化

と、それに伴う個人所得の減少等により、税収が大幅に減少している。

・平成２１年度の県税収入は当初予算ベースで前年度比４１５億（約 16%）の
減収。市税収入においても、約１７億（3.0%）の減収。

ウ 北関東自動車道の開通など高速道路網・新幹線網整備の伸展

・北関東自動車道の全線開通(H23)、北陸新幹線の金沢までの延伸（H26 予定）
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（２）群馬県の特性

ア 優れた立地条件

・東京都心から１００㎞に位置。

・日本列島のほぼ中央に位置し、北関東自動車道の全線開通により日本の東西南

北を結ぶ交通の結節点として優れた立地条件を有する。

・自然災害が少ない安全な県土。

イ 豊かな自然・水・温泉と文化的資源等

・尾瀬、利根川、上毛の山々等の自然、おいしい水、伊香保・水上・草津温泉等

・群馬交響楽団（日本のオーケストラで二番目に長い歴史をもつ）、富岡製糸場

と絹遺産群（世界遺産への登録推進）

・プロスポーツ（ザスパ草津、ダイヤモンドペガサス）

ウ ものづくり立県

・県内総生産額に占める製造業の割合が３２．８％で全国５位（17 年度県民経
済生産より）で、内陸の工業県としてものづくりのウエイトが高い。

（３）高崎市の特性

ア 優れた都市の拠点性

・東京都心から１００㎞に位置し、東京大都市圏への通勤・通学者は日々５千人

を超えるなど、経済活動・文化活動に有利な位置にある。

・周辺市町村からの流入人口が多く、通勤・通学者は 25,708人の流入超過。
※ H17国勢調査による

・北関東自動車道の全線開通、北陸新幹線の金沢市までの延伸開通により、高速

交通の十字軸の中心として全国的にも恵まれた交通の要衝となる。

イ 求心力の高い中心市街地

・地方都市における中心市街地の空洞化が問題となる中で、高崎駅周辺の中心市

街地における市街地再開発事業や土地区画整理事業などの都市改造の取組によ

り、高い商業集積と集客力を誇る。

ウ すそ野の広い産業構造

・食料品・化学・機械・電子部品・金属などの様々な産業が集積。

・米麦・野菜・果実・畜産などの特色ある農業、榛名山麓を中心に農林業と連携

した観光業など、すそ野の広い産業構造を有する。

エ 文化性の豊かな都市

・群馬交響楽団、市民の寄付金を基に建設された群馬音楽センターに象徴される

「音楽のある街」。

・高崎音楽祭、マーチングフェスティバル、高崎映画祭等の市民文化活動が行わ

れるなど、芸術・文化に対する市民の関心・意識の高い都市。

・高崎経済大学など６つの大学と４つの短期大学が存在する「大学の街」。
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３ 県民の意向（県民アンケート調査結果）

群馬県では、高崎競馬場跡地が県及び高崎市にとって貴重な財産であり、その利活

用に当たっては、県民・市民の意見を十分に踏まえた検討が必要であることから、今

後の利活用検討の基礎資料とするために県民アンケート調査を実施した。

【実施概要】

・調査期間：平成２１年２月１３日～３月１日

・調査対象：県内在住の成人男女２，０００名（うち高崎市在住者８００名）

・回 収 率：４０．１％（８０１名）（うち高崎市在住者３７４名）

【結果概要】

◆県政の重要課題（※３つ以内で選択） ◆利活用の基本テーマ

医療･保健･福祉､暮らしの安全安心 ５８３ 交流と創造が生み出される空間 ４０４

子育て環境、少子高齢化対策 ３４１ 豊かな住環境 １５３

行政改革、財政の健全化 ２８４ 産業・業務などのビジネス空間 １４６

産業の振興、雇用対策 ２４０ 場外馬券発売所を活かした空間 ４０

環境対策 １６５

観光振興、県のｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟ １５７ ◆基本テーマ実現に必要な導入機能

農林業振興、農山村地域の活性化 １１９ （※２つ以内で選択）

文化・スポーツの振興 １１７ 公園・広場 ３５０

インフラ整備・中心市街地活性化 １０９ 医療機能 ２１５

スポーツ機能 １８９

◆競馬場跡地の認知度 芸術・文化機能 １７７

跡地の存在の認知度 知っていた ８２％ 商業機能 １２８

知らなかった １３％ 教育機能 ８６

現状の認知度 知っていた ４８％ コンベンション機能 ８５

知らなかった ４７％ 業務機能 ５２

行ったことの有無 あ る １８％ マンション・住宅 ４２

な い ８１％ 場外馬券発売所 ２９

行政機能 １７

◆競馬場跡地に対する評価、印象

積極的に活用すべき ５０４

将来に向けて確保しておくべき ２０６

現状維持（場外馬券発売所） ３９
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４ 当面の利活用検討のスケジュール（平成２０年度～２２年度）［参考］

群馬県と高崎市では、下表のとおり平成２２年度末を目途に利活用方針（案）を作

成するための検討を進めている。

主な検討の流れとしては、平成２０年度に実施した基礎的な調査や県民アンケート

調査結果を踏まえ、２０年度末から２１年度にかけて、跡地利活用の方向性について

本委員会において専門的・客観的な視点から検討を行い、２２年度に委員会の意見を

踏まえて絞り込んだ複数の導入機能候補の実現可能性調査や地権者等との意見交換を

行い、これらの結果を踏まえて利活用方針（案）を作成する予定である。

■基礎調査
・これまでの検討内容の整理
・県市を取り巻く社会環境・課題 等

20 ・競馬場跡地及び周辺地区の現状 等
年
度 ■県民意向の把握

・県民アンケート調査の実施（21年 2月）

■有識者検討委員会の設置（21年3月）
・21年度度末までに計6回開催

＜検討内容＞
・利活用の可能性
・導入機能・用途候補の洗い出し 地権者・地元区長
・土地整理の方法、場外馬券発売所の取扱い 説明会

21 ・導入機能・用途の絞り込み、開発手法 （検討経過の報告）
年
度

検討委員会意見とりまとめ
（利活用に関する複数の選択肢）

□導入機能の実現可能性調査（予定） □関係者等との意見
(客観的データの収集） 交換（予定）
・跡地への導入可能性のある複数の機能 ・地権者・地元区長

の実現可能性を民間機関に調査委託 ・ＪＲＡ・ＮＲＳ等

22 評価
年 □検討委員会(予定) □跡地周知
度 ・実現可能性調査の評価 のための

・利活用方針(案)への意見等 イベント
意見

利活用方針（案）の作成
（１～複数の案）




